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「問題解決の実践思考」コース 

提供：情報戦略モデル研究所 

Copyrights ＩＳＭ－Ｒｅｓｅａｒｃｈ CO.LTD 

【コース内容参照用】 
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１．１ 問題の捉え方 

◆問題の捉え方は 

 

     ■目標達成の阻害要因（障害） 

    ■問題の定義＝   目 標 

                                   ＋  

                                 原因   

                                   ＋ 

                               悪い結果 

 
出典：「Customer Planning Session資料」（日本IBM) 
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１．２ 原因の捉え方 

◆悪い結果から原因への掘下げ 

上位の 

原因 

解決イメージ 

下位の 

原因 

下位の 

原因 

な 

ぜ 

な 

ぜ 

展 

開 

どうしたら展開（How To） 
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１．２ 原因の捉え方 

◆「なぜなぜ展開」の方法 

問題 

疑わしき原因 
解決できる 
原因 

解決できる 
原因 

疑わしき原因 
解決できる 
原因 

タ
テ
の
質
問 

ヨコの質問 

●タテの質問：「その原因を一つ上げてください」 
 

●ヨコの質問： 
 「その原因が解決できるとこの問題は 
  すべて解決できますか？」 

出典：「一番シンプルな問題解決の方法」諏訪良武（ダイヤモンド社） 
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１．３ 解決策の捉え方 

真の原因 解決案 
解決策要件 

と 

前提条件 

原 

因 

の 

裏 

返 

し 

解決策 

◆解決策の策定 
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２．ワークショップ手順と参加者の役割 

２．１．ワークショップの手順 

２．２．参加者の役割 

２．３．参加者に対する心構え 
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◆実施手順 

 
  ①問題の定義ワークショップ 

  ②原因の定義ワークショップ 

  ③解決策の策定ワークショップ 

 ◆ワークショップフロー 

１．０ 

 

問題の定義 

ワークショップ 

２．０ 

 

原因の定義 

ワークショップ 

ワークショップ 

テーマ＆課題 

 

３．０ 

 

解決策の策定 

ワークショップ 

問題定義表 原因定義表 

・解決策 

  策定表 

・解決策 

  優先度表 

ワークシート 凡例： 提供 

課題 
成果物 

問題定義 

ワークシート 

原因定義 

ワークシート 

解決策定義 

ワークシート 

優先度表 

２．１ ワークショップの手順 
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 （１）司会者（ファシリテータ）の役割 

  ・議事の司会者である 

  ・中立の立場で論理的な議論と問題掘り下げ展開をガイドする 

  ・議論決定事項の同意を得る 

  ・議論決定事項の書記への記録依頼 

 

 （２）書記の役割 

  ・司会者の指示に基づき決定事項の書記を行う 

  ・司会者の許可を得て発言できる 

 

 （３）メンバーの役割 

  ・主体的参画によるマイプランの作成に集中し、積極的に発言する  

   

２．２ ワークショップ参加者の役割 
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２．３ 参加者に対する心構え 

◆司会者の心構え：議論の焦点をずらさない 

  ①ＬＩＳＴＥＮ 

                                           

   

 ②ＴＡＬＫ ＮＥＴ 

   

   

 ③ＵＮＡＮＩＭＯＵＳ 

           ＡＧＲＥＥＭＥＮＴ 

●相手の主張・意見の理解 

●話を中断しない 

 

●簡潔に 

●テーマをスリップしない 

 

●全員の合意 

●対案なければ賛成 
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   ●全員対等 

     ●ノートをとらない（理解から体得へ） 

     ●フリー・ディスカッション禁止 

     ●建設的に 

２．３ 参加者に対する心構え 

◆メンバーへの姿勢：「マイプランを作成している」と思わせる 

第2章 ワークショップの進め方 

１．ワークショップフローと課題テーマ 

 

２．「問題の定義」ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの進め方 

 

３．「原因の定義」ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの進め方 

 

４．「解決策の策定」ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの進め方 
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ワークショップガイド 

１．ワークショップ全体フロー 

テーマ：『顧客満足度向上による 

        顧客導入案件数の向上』 

目標 ：３年後、顧客導入案件数３０％UP 

お客様およびお客様内のビジネスシェアを 

向上させるためのPMとしての 

課題領域（阻害要因）は 

  ・仕事の進め方（標準化） 

  ・仕事遂行上の仕組み 

  ・情報 

  ・スキル 

とする。 
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1.2 演習テーマ 
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２．２ ワークショップ 詳細フロー 

（１）問題の記述 

（全員） 
問題記述 

問題記述 

ワークシート 

問題点定義 

シート 

問題の定義 
ワークショップ 

演習テーマ 

＆課題領域 

（３）問題の定義 

検証レビュー（2題） 

問題定義記述 

検証済 

問題定義記述 

（２）問題の定義 

（２題） 
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作業項目 作業内容 時間 作成手順 

（１）問題の記述 

演習テーマの課題領域から 

問題を記述する 

  （全員で実施） 

①事実に基づいた問題を記述する。 

（留意点） 
 ・目標、原因、結果を含めた文章とする。 

 ・原因と結果の論理性をつける。 

０．３ 

問題の定義 

ワークショップ説明 

ワークショップの手順と 

作業内容を理解する 

講師のガイドを聞き 

作業手順を理解する 
０．５ 

（３）「問題の定義」 

   の検証レビュー 

問題文を共通認識できる 

問題文章表現を検証する 

①「問題の定義」の進め方に従って 

  講師が２例を検証レビューする。 

（２）問題の定義 

記述された問題文から2題を 

ピックアップし、問題文を 

共通認識できる問題文章を 

作成する 

 （司会者のもとに） 

①司会者、書記、メンバーを決める。 

②「問題の定義」の進め方に従って実施 

 する。問題記述文を作成する。 

③各チームを廻り指導する。 

２．３ ワークショップ作業手順 

０．５ 

１．２ 
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２．５ 問題記述ワークシート 

2.5.1 記述要領 
 

2.5.2 ワークシート記述サンプル 
 

問題文記述シート（各自記入用） 
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課題領域 問題番号 問題記述

補足n：（問題文の用語の解説）

補足m：

課題領域 問題番号 問題記述

補足１：

（課題領域名A
　を記述）

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

（課題領域名B
　を記述） Ｐ４

Ｐ５

問題記述の構文に従って問題文を記述
（・・・・の目標に対し、・・・・の原因により・・・・の悪い結果となっている。）
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2.5.1 記述要領 

■問題定義ワークシート 
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課題領域分野名を 
記述。 

今回は“PM”に限定 

問題を文章で仕上げる 

全員が理解できるように文中の
言葉を補足で解説する 
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原因定義 

ワークシート 

（１）原因の掘下げ＆定義 
原因定義の記述 

（２）「原因の掘下げ」 
の検証レビュー 

原因の定義 
ワークショップ 

前ステップでの 

問題定義記述 

３．１ ワークショップ 詳細フロー 

検証済 

原因定義の記述 
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作業項目 作業内容 時間 作成手順 

原因の定義 

ワークショップ説明 

ワークショップの手順と 

作業内容を理解する 
講師のガイドを聞き作業手順を理解する ０．３ 

（１）原因の定義 

   

前ステップで定義した 2題の 

問題文の原因を真の原因に 

掘下げる。   

  （司会者） 

①「原因の定義」の進め方に従って 

 講師が２題を検証する。 

（２）「原因の定義」の 

  検証レビュー 

問題文の原因を真の原因 

 に掘下げを検証する 

①司会者、書記、メンバーを決める。 

② 「原因の定義」の進め方に従って実施 

 する。 

③真の原因文が完成するまで、講師の 

 指導を受けて完成する。 

３．２ ワークショップ作業手順 

１．２ 

０．５ 
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問題番号 原因記述

C1.1.1 （C1.1の下位の原因1つ目記述）
C1.1.2 （C1.1の下位の原因2つ目記述）

C1.2.1 （C1.2の下位の原因1つ目記述）
C1.2.2 （C1.2の下位の原因2つ目記述）

Ｃ２

C3.1
C3.2

Ｃ４

問題番号 原因記述
Ｐｎｎ＋１

C1.1
C1.2

Ｃ２
Ｃ３

原因番号
Ｐ０１

（P01の問題記述をコピーする）

Ｃ１ （C1の原因を記述）

補足n：（C1の原因記述での言葉の補足）

C1.1 （C1の下位の原因の1つ目記述）

C1.2 （C1の下位の原因の2つ目記述）

Ｃ３

原因番号

Ｃ１
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3.4.1 記述要領 

■原因の定義ワークシート 
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なぜなぜ展開で網羅する 

「なぜなぜ展開」と「どうしたら展
開」で絞り込む 
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解決策の策定 

ワークシート 

（１）解決策の策定 

（セッションリーダー） 

解決策策定 

ワークシートA 

記述 

（３）解決策の整理 

解決策の策定 
ワークショップ 

原因の定義記述 

４．１ ワークショップ 詳細フロー 

（３）解決策の優先順位付け 

（セッションリーダー） 

解決策策定 

ワークシートB 

記述 

・優先順位基準 

解決策の優先度 

記述（PC) 
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本コース対象 
範囲 

（２）解決策のレビュー 
解決策策定 

ワークシートA 

記述 
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作業項目 作業内容 時間 作成手順 

解決策の策定 

ワークショップ説明 

ワークショップの手順と 

作業内容を理解する 
講師のガイドを聞き作業手順を理解する ０．５ 

（２）解決策の 

   検証レビュー 

 解決策の策定内容を 

 検証する 

①「解決策の策定」の進め方に従って 

 講師が2例を取り上げ実施する。 

（１）解決策の定義 

前ステップの2題の問題の 

原因定義のうち2題を取り上げ 

真の原因文の解決策を 

策定する 

  （司会者） 

①セッションリ－ダー、書記、メンバーを 

 決める。 

② 「解決策の策定」の進め方に従って実施 

 する。 

③解決策が完成するまで、講師の助けを 

 借りて完成する。 

４．３ ワークショップ作業手順 

０．７５ 

（４）解決策の 

    優先度付け 
 解決策の優先度を設定する 

①解決策優先度順位優先度基準に従い 

  優先度を設定する 

②解決策の優先度に対する優先度合意を 

 得る。 

③３～５個の解決策を選定する。 

－ 
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（３）解決策の整理 
 解決策の優先度づけに 

 向けて整理する 

①解決策策定ワークシートAから 

  ワークシートBへコピーする。 

０．５ 

－ 

本研修では参考として例示のみ 
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４．４ 解決策策定ワークシート 

Copyrights ＩＳＭ－Ｒｅｓｅａｒｃｈ CO.LTD 

4.4.1 記述要領 
 
4.4.2 ワークシート記述サンプル 

問題番号 原因記述 解決番号 解決策

C1.1.1 （C1.1の下位の原因1つ目記述をコピーする） Ｓ１ (C1.1.1の解決策記述）
C1.1.2 （C1.1の下位の原因2つ目記述をコピーする） Ｓ２ (C1.1.2の解決策記述）

C1.2.1 （C1.2の下位の原因1つ目記述をコピーする） Ｓ３ (C1.2.1の解決策記述）
C1.2.2 （C1.2の下位の原因2つ目記述をコピーする） Ｓ４ (C1.2.2の解決策記述）

Ｃ２

C3.1
C3.2

Ｃ４

問題番号 原因記述 解決番号 解決策
Ｐｎｎ＋１

C1.1
C1.2

Ｃ２
Ｃ３

原因番号
Ｐnn

（Pnnの問題記述をコピーする）

Ｃ１ （C1の原因をコピーする）

補足n：（C1の原因記述での言葉の補足をコピーする）

C1.1 （C1の下位の原因の1つ目記述をコピーする）

C1.2 （C1の下位の原因の2つ目記述をコピーする）

Ｃ３

原因番号

Ｃ１
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4.4.1 記述要領 

■解決策の策定ワークシートA 
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最下位の原因に対して解
決策を作る 


